





















されていた」(Sever 1993: 199) といわれるほど、国内で盛んに生産されてきた重要な資源であっ
たからでもある。鉄については、ククリという鉈について簡単に紹介したので(南 1998)、こ
こでは取り扱わない。














に位置づけられてきた (Höfer 1979: 45)。こうした不可触観に基づく差別、ヒンドゥー寺院な















(Bimsen) やドゥルガー女神」(Höfer 1976: 351) であったり、バジャン郡ではバードカロ神



























口が多い集団で 96 万人に達している。その人口は全人口の 5.2%を占め、1平方キロメートル
あたり 6.5 人の鍛冶師が居住していることになる。これは、カミと総称される人の中に、狭義




カースト[民族] 人口 (1991) 人口比 (%) 1 km2 あたりの人口(人)
鍛冶師(カミ) 963,655 5.2 6.5
仕立師(ダマイ) 367,989 2.0 2.5
皮細工師(サルキ) 276,224 1.5 1.9
土器職人[クマール] 76,635 0.4 0.5
土器職人(クムハル)* 72,008 0.4 0.5
楽師(バディ) 7,082 0.04 0.05
楽師(ガイネ) 4,484 0.02 0.03








1991 年のセンサスによると、鍛冶師は郡の総人口が最も小さいマナン郡(5,363 人)の 78 人












の 2.0%を占める人口規模をもつ(表 1)。センサスによると、その分布はマナン郡の 39 人を最
表 2 鍛冶師カーストの人口分布
開発地区 上位 10 郡 鍛冶師カースト人口 (1991) 分布比 (%) 全人口 全人口分布比 (%)
東部(16 郡) 118,489 12.3 4,446,749 24.0
中央部(19 郡) 151,370 15.7 6,183,955 33.4













上位 10 郡小計 306,318 [31.8%]
合計 963,655 100 18,491,097 100























































位 10 郡の仕立師人口が、仕立師全体の人口に占める割合は 28.9%であり、鍛冶師カーストよ
りは分布の集中度が低いといえる。
次に、皮細工師カースト(以下、皮細工師)の人口分布をみてみる。皮細工師は全人口の1.5%
を占め(表 1)、マナン郡の 4人を最小にやはり全 75 郡に分布している。表 4に、皮細工師の
分布状況を表 2に準じてまとめた。全人口の分布比より皮細工師の分布比が高い地区は、仕立
師の場合と同じように、極西部、中西部、西部である。ただし、皮細工師の場合、西部にその
人口が多い上位 10 郡の内の 8郡が集中しており、とくに西部の山地に皮細工師の人口が集中
した一帯があることが特徴的である。1万人以上の皮細工師人口を擁する郡はゴルカ、ダディ




開発地区 上位 10 郡 仕立師カースト人口 (1991) 分布比 (%) 全人口分布比 (%)
東部 66,061 18.0 24.0
ジャパ 11,699
中央部 62,034 16.9  33.4





中西部 77,753 21.1 13.0
スルケット 10,506
ダンデウクリ 10,316




上位 10 郡小計 106,526 [28.9%]
合計 367,989 100 100





















開発地区 上位 10 郡 皮細工師カースト人口 (1991) 分布比 (%) 全人口分布比 (%)
東部 35,143 12.7 24.0
中央部  58,328 21.1 33.4
ダディン 11,022









中西部 45,682 16.5  13.0
ダンデウクリ 7,700
極西部 36,019 13.0 9.1
上位 10 郡小計 96,209  [34.8%]
合計 276,224 100 100
[ ]は上位 10 郡小計の分布比。Central Bureau of Statistics (1993)。
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は、さらに領土を分け与えられた王族がコット (kot) と呼ばれる砦内に屋敷を築き、その領土
を支配していた。ネパール政府発行の 50 万分の 1の地勢図 (Survey Department H.M.G. 1989 )
を見ると、語尾がコットで終わる地名は、極西部に 15 カ所、中西部に 53 カ所、西部に 38 カ
所、中央部に 14 カ所、東部なしと、ネパールの中央部以西に偏在していることがわかる。そ
























見るかで定説がない集団に土器職人のクマール (Kumal¯) がある。クマールは、全人口の 0.4%
(表 1)と少数だが、センサスによると極西のダルチュラ郡を除く 74 郡に分布していることに
なっている。































































































































































































































































































































































をしながら歌を聴かせたり、踊りを見せる芸人でもある (Cox 1992: 51)。人口は、7,082 人でネ
パール全人口の 0.04%を占める(表 1)。センサスによれば、サプタリ、ソルクンブ、マナンの
表 6 クムハル (Kumhar) の人口分布
開発地区 上位 10 郡 クムハル人口 (1991) 分布比 (%) 全人口分布比 (%)
東部  12,303 17.1 24.0
サプタリ 4,108











中西部 3,934 5.5 13.0
極西部 1,482 2.1 9.1
上位 10 郡小計 50,926 [70.7%]
合計 72,008 100 100
[ ]は上位 10 郡小計の分布比。Central Bureau of Statistics (1993)。
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一方、一般にガイネ (Gaine) の名で知られ、自称はガンダルバー (Gandharbha)¯ の楽師カース
トは、旅をしながらサーランギーという弦楽器を奏で、歌を聞かせる人びとである。その人口
は 4,482 人であり、全人口の 0.02%を占める(表 1)。センサスでは、マナン、ドルパ、ジュム









える。  それでは、これまで概観してきた 5 つの山地ヒンドゥー職業カースト、すなわち鍛冶
師、仕立師、皮細工師、バディ、ガンダルバーは互いにどのような関係があるのだろう。
表 7 楽師カースト (Wadi) の人口分布
開発地区 上位 10 郡 楽師 (Wadi) 人口 (1991) 分布比 (%) 全人口分布比 (%)
東部 191 2.7 24.0
中央部 423 6.0 33.4
西部 532 7.5 20.4









極西部 1,122 15.8 9.1
カイラリ  545
カンチャンプル  187
上位 10 郡小計 5,349 [75.5%]
合計 7,082 100 100




















表 8 楽師カースト (Gandharbha) の人口分布
開発地区 上位 10 郡 ガンダルバー人口 (1991) 分布比 (%) 全人口分布比 (%)
東部 289  6.4 24.0
ジャパ 157
中央部 576 12.8 33.4
チトワン 295










極西部 122 2.7 9.1
上位 10 郡小計 2,609 [58.2%]
合計 4,484 100 100




























開発地区 ネワール人口 (1991) 分布比 (%) 全人口分布比 (%)
東部 149,788 14 24.0
中央部 740,863 71 33.4
[カトマンズ盆地内 3郡 485,364 47 5.9]
西部 126,455 12 20.4
中西部 17,787 2 13.0
極西部 6,197 1 9.1








に、  南北交易の要衝の地で交易によって生計を立てるためであった (Iltis 1980: 103,108)。同じ





はネワールの職業カーストも多い (Caplan 1975: 24–26)。また、極西ネパール、ドティ郡シル
ガリドティも山地ネワールの多い町だが、ここでは 100 年前の 1885 年頃バクタプルより移住
してきたという伝承が残っている。
一般に、カトマンズのネワールによる地方への移住は、ネパールを統一したゴルカ王朝によ
る圧政や高い税から逃れることを目的に、19 世紀はじめに開始したといわれる (Seddon et. al.
1979: 179)。だが、上記の事例から移住の時期には時間差があり、中央部から東部にかけてへ






田村真知子 (1995: 17) によると、ネパールの「4大名産」といわれる物は、サンクワサバ郡
チャインプルのアンコラー(鋳物の水差し)、ボジプルのククリ(鉈、武器)、バクタプル郡サノ
ティミのマトテキ(素焼きの壷)、バクタプルのダヒ(ヨーグルト)であるという。また、セドン
ほかは、  ポカラの銅細工、タンセンの金属加工、バグルンの紙も 19 世紀末までには全国的に




























た 1996 年の 3 月にも、彼は大阪で開かれる国際見本市への出店のために奔走中で、次には錫
の買い付けにシンガポールへ行くスケジュールも控えている多忙ぶりであった。
彼はパタンのラガンケルにある工業団地 (Patan Industrial Estate) 内に、銅ないしは黄銅製の
水入れ (gag¯ri) をプレス機で作る工場をもつ他、各種の鋳物工場、プレス機で作った青銅の原






人とカトリ・カースト農民を行商人 (duluwa) として雇用している。彼らは、年に 2回チャイ
ト月(3/4 月)とカーティック月(10/11 月)に店を訪れ、掛け売り (udhar¯o) されていた新品製品
と回収した古物の精算をし、農閑期に再び行商に行くため背負いカゴいっぱいの新品をもって









































であり、これが店の稼ぎの大半を占める。1996 年の 1～3月の間で水入れは約 200 個、総額 10
万ルピー分が売れた。小売価格は 260Rs./kg で、卸値は 255Rs./kg、あまりあることではないが
新品の引き取りだと 245–250Rs./ kg で買う。材料の銅板は、ネパールガンジから仕入れており、








4–1. ダディン郡ベニガート行政村 B 村の事例









実は B 村は、1977 年から 1979 年にかけて石井により調査がおこなわれ、詳細な報告(Ishii
1982: 74, 石井 1987, 石井 1992 など)がなされているところである4)。私たちの調査は 3日間
という短期で、とても充分に比較できる資料を持ち合わせていないが、17 年間の大きな変化
にだけ注目してみたい。まず、世帯数が 22 世帯(石井 1987: 171)から 33 世帯に増加した。ま
た、「技能のある人は、銅、真鍮などの器の修理も行う」が、「特に真鍮製品(壺、皿等)は B 村
では作られない」(石井 1987: 173)状況が、銅器の製造で活気を呈する村へと変化した。
銅器作りのリーダー的な存在である B 氏は、1976 年 15 歳のときパタンに 1年間住んで、ネ
ワールの銅鍛冶カースト、タムラカールのところで働き、鉄鍛冶に加えて多少銅器作りも覚え
た。1988 年頃、再びパタンのラガンケルに出稼ぎにいき、タムラカールの店主(サフ)のもと
で銅器作りをした。店長は材料の銅板をくれ、水入れが完成すると 1kg につき 25 ルピーの手
61
間賃をくれたという。標準的な大きさの水入れを 2 個作ると 4kg になり 100 ルピーの稼ぎに
















コシー(kosı :¯ 蒸留酒を作るとき濁酒を沸騰させる鍋)、ギャンポー(gyampo:¯ 蓋つきの穀物貯蔵
器、ネワールの結婚贈答に不可欠)、カドゥカゥロ(khadukaulo: 両手つきの大鍋、山地ヒン
ドゥーの花婿はこれで足を洗う)が 300Rs./kg で、手製のブッタ・ハネコ・タイプの水入れが


















































は、黄銅製が多く銅製のものもある。B 村のように銅円板から鍛造する手作りのものと、  パ
タンの工業団地のようにプレス機で型押しする半機械製とがある。最近では、これと全く同じ
形のアルミニウムやプラスチックでできた工業製品も市中に出回っている。






























































表 10 水入れ (gag¯ri) の分類
形状タイプ 製法型[手段] 材料 製作者 事例
サーダ・タイプ 鍛造型[プレス機] 黄銅 (銅) ネワール銅鍛冶師(タムラカール) パタン工業団地
[手] 銅 タムラカール、タムラカールから パタン、B 村
学んだヒンドゥー鍛冶師
ブッタ・タイプ 鍛造型[手] 銅 タムラカールから学んだ Höfer (1976)
ヒンドゥー鍛冶師
接合型[手] 銅 ヒンドゥー鍛冶師 ダマウリ




































(Höfer 1976: 363) は、(1) 各地に残る鉱山跡や銅と鉄が 19 世紀の主要な歳入資源であったこと
67

















1) 田村善次郎 (1975: 3) によれば、東ネパールのカブレパランチョーク郡ワルティン村では、木器を作
るカーストはカミの中でも、とくにチュナーロ (Cunar¯o) と呼び分けられている。また、モイサラ
(Moisala 1983: 236) はグルン地域での太鼓の胴は、皮張りと同様に皮細工師カースト (Sarkhi) によっ
て作られるという。  これらの指摘からも明らかなように、カースト名は地域によって異なるうえ、
カーストと職業の対応は固定的なものではなく、あくまで典型である。






3) 田村真知子 (1991: 16) によれば、鋳物の材料金属として使われるのは、銅と亜鉛の合金ピッタル(黄
銅)と銅と錫の合金カーンス(青銅)であり、銅に対する亜鉛と錫の比率は 25%を基本に、経験とカン
で決められる。  また、錫の比率が高いカーンスをとくにチャレシュとも呼び、銅合金はダロットと
総称されるという。  コッテージ・クラフトの経営者によれば、金属はまず鉄金属 (loho dhat¯u) と非
鉄金属 (aloho dhat¯u) に分かれ、5大金属 (pa¯˜ca dhat¯u) すなわち金、銀、銅、鉄、真鍮(黄銅)という分
類や 8大金属 (as˙t ˙a dhat¯u: 5 大金属 +錫、鉛、鋼) という言い方もあるという。日本では銅と錫の合
金は錫の比率が高いものから低いものへ白銅(サハリ)から青銅へと名を変える(朝岡先生のご教示に
よる)が、ネパールでは錫 16% のカーンス (kan¯s˙) をパルパリ (palpali: パルパ風)、錫 28%のカーン
スをチャレス (chares) と呼んで区別するという。












7) ブー (Bue 1981: 37) によれば、銅は 11 世紀以来ネパールの山地各地で採掘されインドに輸出されて
いた。19 世紀はじめにおいても、銅は国内で自給できていたという。
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